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 平成３０年度に市内の公立・私立の幼児教育・保育施設が協力

して「気仙沼市版アプローチカリキュラム」を作成しました。各施

設では、それぞれの施設に合わせて自園化して活用し、小学校で

もアプローチカリキュラムからつながる形でのスタートカリキュ

ラムを作成しています。 

保幼小接続期カリキュラムの活用にいつから取り組んでいますか？ 

 高知県のアプローチカリキュラムを参考としました。また、幼保小連携事業に積極的に

取り組んでいる市内の津谷地区、面瀬地区の取組を参考にして、共通様式をつくりました。 

参考とした取組はあったのですか？ 

 各施設の担当者が「気仙沼市版アプローチカリキュラム」をもとに、それぞれの施設の

実態に合わせて作成しています。幼保小が連携して共通のカリキュラムを作っている小学

校区や、幼保小で共通部分をつくり、その他の部分を各幼児教育施設で作成している小学

校区があります。 

誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

○ アプローチカリキュラムの内容は、あくまでも目安であるので、保育者として実際

に子供がどのような興味・関心をもっているかに着目し、個別の状況に配慮しながら

柔軟に対応するようにしています。（幼児教育施設） 

○ 毎年１回目の幼保小連携会議で担当者が顔合わせや情報交換を行って、１年間の事

業計画を立てています。就学前の引継ぎ会では、１年間の反省を行い、次年度に生かし

ています。（小学校） 

 

活用に当たって配慮していることはどんなことですか？ 

 幼保小連携会議で各施設のカリキュラムを確認し、１年間の見通しをもつことで、連携

事業をスムーズに実施することができました。また、コロナ禍であってもできる方法を相

談するなど、よりよい連携事業を目指すことができました。幼児や児童も見通しをもって

活動することができ、意欲や意識が高まりました。 

 

 

 

 

取組の成果はいかがですか？ 

気仙沼市版アプローチカリキュラム P43 
津谷小学校区の取組        P44～ 
面瀬小学校区の取組         P46～ 
 

８ 県内の取組紹介④ 

https://2.bp.blogspot.com/-LoPwcsgNHpY/WASJRIyrEtI/AAAAAAAA_B4/nYyIB1PE_9Uu9RP2tcv4Hdd-FCkM34RRgCLcB/s800/pose_douzo_annai_businessman.png
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気仙沼市版アプローチカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市内の公立・私立の幼児教育・保育施設の職員が集まり組織した「アプローチカリキュラム作

成委員会」によって作成されたアプローチカリキュラムです。このモデルがあることにより、各

施設はそれぞれの実態に合わせてアプローチカリキュラムを作成することができます。 
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津谷小学校区アプローチカリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気仙沼市版のアプローチカリキュラムを参考に、津谷小学校区の津谷幼稚園、津谷保育所が

それぞれアプローチカリキュラムを作成しました。市の幼児教育コーディネーター・アドバイザ

ーが施設訪問時にアプローチカリキュラムの見直し支援を行っています。 
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津谷幼・保・小 アプローチ＆スタートカリキュラム 

 

 

 

 

 「小学校入学後の１年間の活動」と「幼・保・小の交流活動」「就学に向けた年長児の姿」を

１枚にまとめています。小学校区での幼児・児童についての情報交換と接続に関する話合いを

重ね作成することにより、幼・保・小のそれぞれの活動の関わりを理解することができます。 
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面瀬小学校区アプローチカリキュラム 

 

 

 

 

気仙沼市版のアプローチカリキュラムを参考に、面瀬小学校区の葦の芽星谷幼稚園、岩月保

育所がそれぞれアプローチカリキュラムを作成しました。市の幼児教育コーディネーター・アド

バイザーが施設訪問時にアプローチカリキュラムの見直し支援を行っています。 
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面瀬地区幼保小連携アプローチ＆スタートカリキュラム 

 

 

 

 

「就学に向けた年長児の活動と入学後の１年生の活動」「幼保小の交流活動（児童・幼児）」

「幼保小連携（教員）」「研修会」を１枚にまとめることにより、接続期に関わるあらゆる活動の

位置付けやつながりをとらえることができます。 
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面瀬小学校 幼・保・小連携 

 

 

 

 

 地区の幼保小連携担当者会議で幼・保・小の担当者による話合いを行い、小学校の教育計画の

中に幼・保・小連携を位置付けています。 


